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カ
行
、

語
中
の
力
、

「
中
濁
」

る
る
な
り
。

考

氏
家
剛
太
夫
（
天
爵
・
天
保
五
年
・
一
八
三
四
没
）
『
荘
内
方
音
孜
」
に
、
山
形
県
庄
内
地
方
に
は
、
「
中
濁
音
」
と
い
う
特
殊
な
音
が

あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

方
音
カ
キ
ク
ケ
コ
タ
チ
ッ
テ
ト
の
十
音
に
は
必
ず
清
音
と
濁
音
と
の
間
の
一
種
の
音
あ
り
。
仮
に
中
濁
と
名
く
。
此
方
音
は
士
太
夫

と
雖
も
免
れ
ず
。
例
へ
ば
、
鷹
を
タ
カ
、
柿
を
カ
キ
、
行
く
を
ユ
ク
、
酒
を
サ
ケ
、
章
魚
を
タ
コ
、
勝
を
カ
ツ
、
待
を
マ
チ
、
的
を

マ
ト
、
と
い
へ
る
が
如
き
、
△
点
の
文
字
皆
中
濁
な
り
。
是
上
方
に
無
き
音
な
る
故
、
鷹
と
云
へ
ば
推
と
思
ひ
、
柿
は
鐙
に
混
じ
、

行
く
は
湯
具
に
ま
ぎ
れ
、
酒
は
下
と
ま
が
ひ
、
章
魚
は
田
子
、
又
は
未
、
市
は
意
地
、
勝
は
数
、
待
て
は
迄
、
的
は
窓
に
聞
き
な
さ

タ
行
の
二
行
に
は
、
清
音
、
濁
音
の
他
に
「
清
音
と
濁
音
の
間
の
一
種
の
音
」
が
あ
る
と
い
う
。
例
示
さ
れ
た
も
の
か
ら
見
る
と

タ
行
子
音
の
有
声
化
現
象
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
現
象
は
、
庄
内
だ
け
で
な
く
、
か
な
り
広
い
範
囲
に
見
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ら
れ
る
。
柴
田
武
氏
に
よ
る
と
、
現
代
の
方
言
で
は
、
次
の
よ
う
な
地
方
に
こ
の
有
声
化
の
現
象
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。

「
中
濁
」

考

迫

野

虔

伸ヽじ▲‘

ー



東
北
六
県
の
す
べ
て
と
、
新
潟
県
阿
賀
野
川
以
北
、
栃
木
、
茨
城
両
県
の
大
部
分
、
千
葉
県
北
部
、
北
海
道
南
部
・
西
部
と
、
離
れ

て
長
野
県
の
ご
く
一
部
、
岐
阜
県
飛
騨
や
福
井
県
の
一
部
、

さ
ら
に
鹿
児
島
県
の
薩
摩
半
島
海
岸
部
や
甑
島
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
地
方
の
本
来
の
い
わ
ゆ
る
「
濁
音
」
は
、
鼻
濁
音
ま
た
は
入
り
渡
り
の
鼻
音
を
伴
っ
た
音
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
鼻

音
性
を
帯
び
な
い
有
声
化
し
た
語
中
の
力
、
夕
行
音
と
は
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
語
中
の
力
、
夕
行
子
音
は
、
有
声
音
に
な
る
点

で
語
頭
な
ど
の
「
清
音
（
無
声
子
音
）
」
と
は
異
な
り
、
鼻
音
性
を
伴
わ
な
い
点
で
い
わ
ゆ
る
「
濁
音
」
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
「
清
音
と

濁
音
の
間
の
一
種
の
音
」
と
い
う
の
は
、
語
中
有
声
化
音
の
こ
う
し
た
性
格
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
中
濁
」
と
い

う
呼
称
は
、
・
『
方
音
孜
』
に
も
引
用
し
て
い
る
岳
父
堀
季
雄
の
『
荘
内
浜
荻
』
（
明
和
四
・
一
七
六
七
）
の
用
語
「
中
段
の
濁
り
」
よ
ょ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
中
段
の
濁
り
」
は
、
「
語
中
の
濁
り
」
の
意
な
の
か
、
「
中
途
半
端
な
濁
り
」
の
意
な
の
か
（
「
し
か
と
濁
る
よ
り

も
此
中
段
の
に
ご
り
別
し
て
聞
き
に
く
し
」
と
「
し
か
と
濁
る
」
い
わ
ゆ
る
「
濁
音
」
と
対
比
的
に
説
明
す
る
）
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ

(
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が
あ
る
が
、
剛
太
夫
の
「
中
濁
」
は
、
明
ら
か
に
後
者
、
「
濁
音
」
と
異
な
る
別
種
の
「
滑
（
に
ご
り
）
」
と
し
て
捉
え
た
名
称
で
あ
る
。

両
者
（
本
濁
と
中
濁
）
は
、
右
述
の
よ
う
に
音
韻
的
に
は
別
も
の
と
し
て
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
、
有
声
化
の
見
ら

れ
る
地
方
で
も
、
東
関
東
や
岩
手
県
三
陸
地
方
な
ど
、
ダ
行
濁
音
の
前
の
鼻
音
要
素
が
失
わ
れ
て
、
「
中
濁
」
と
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
も
と
も
と
は
本
来
の
「
濁
音
」
と
の
間
に
は
っ
き
り
音
韻
上
の
区
別
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、

日
本
語
の
「
清
濁
」
は
、
古
く
「
無
声
」
「
有
声
」
の
対
立
と
い
う
よ
り
「
非
鼻
音
」
「
鼻
音
」
の
対
立
と
見
る
べ
き
で
、
「
無

(
4
)
 

声
」
「
有
声
」
は
語
頭
、
語
中
で
相
補
的
に
行
わ
れ
て
い
た
音
声
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
意
見
が
あ
る
。
右
の
「
中
濁
」
を
持

つ
方
言
の
姿
は
、
ま
さ
に
そ
の
想
定
に
沿
う
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
が
、

し
か
し
、
す
で
に
論
が
あ
る
よ
う
に
、
現
代
方
言
の
「
中
濁
」

(
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は
、
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
宮
島
達
夫
氏
、
井
上
史
雄
氏
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
代
の
方
言
の

濁
」
は
、
母
音
の
無
声
化
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
と
、
無
声
子
音
が
「
有
声
化
」
し
て
生
じ
た
現
象
で
、
語
中
有
声
音
の
か
た
ち

(
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が
そ
の
ま
ま
古
い
姿
の
残
存
と
い
う
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「中

2
 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



「
中
濁
」

考

存
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

a ヽ

゜ヽ

で
あ
る
。

に
よ
む
な
り
。

〇
右
の
中
濁
音
に
て
、
歌
な
ど
よ
み
た
ら
ん
に
は
殊
に
聞
き
ぐ
る
し
か
る
べ
し
。
例
へ
ば
、

△

△

△

△

△

△

△

 

奥
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
け
鳴
く
鹿
の
声
聞
く
と
き
は
あ
き
そ
か
な
し
き

一
旦
そ
の
無
声
子
音
が
「
有
声

現
代
の
方
言
の
「
中
濁
」
は
、
促
音
や
撥
音
の
後
、
無
声
化
母
音
の
後
で
は
起
こ
ら
な
い
。
先
の
『
荘
内
方
音
孜
』
に
も
、

と
云
へ
る
が
如
き
、
三
十
一
文
字
の
内
七
文
字
、
中
濁
に
読
む
人
あ
り
。
鹿
の
音
も
中
溺
に
行
く
べ
き
音
な
れ
共
、
是
は
多
く
は
本
音

と
、
「
鹿
」
の
場
合
は
、
「
中
濁
」
に
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
「
奥
」
「
わ
け
」
「
鳴
く
」
「
聞
く
」
「
と
き
」
「
あ
き
」
「
か
な
し
き
」
の

語
中
の
力
行
音
と
違
っ
て
、
「
鹿
」
の
場
合
は
直
前
の
「
シ
」
の
母
音
が
無
声
化
し
て
い
る
た
め
に
「
力
」
が
「
中
濁
」
に
な
ら
な
い
の

東
北
方
言
な
ど
で
は
、

C
1
V
1
C
2
V
2

の
＞
2

が、

は
無
声
化
す
る
が
、
＞
2

が
i
、

く
）
」
「
カ
ナ
シ
キ

e
の
広
い
母
音
の
場
合
は
、
無
声
子
音
C
ー、

U

の
狭
母
音
の
と
き
は
＞
ー
の

i
、

C2
に
挟
ま
れ
た
狭
母
音
i
、

U

は
無
声
化
し
な
い
。
シ
カ
の
力
は
有
声
化
し
な
い
が
、
「
キ
ク

（
悲
）
」
の
場
合
は
、
「
キ
グ
」
「
カ
ナ
シ
ギ
」
と
「
中
濁
」
に
な
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

母
音
の
無
声
化
は
、
無
声
子
音
の
間
で
狭
母
音
i
.
u
な
ど
が
そ
の
響
き
を
失
う
現
象
で
あ
る
か
ら
、

化
」
し
た
あ
と
で
は
無
声
化
は
生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
無
声
化
し
た
母
音
の
後
で
は
有
声
化
し
な
い
と
い
う
原
則
が
こ
の
「
中
濁
」
に

あ
る
と
す
る
と
、
母
音
の
無
声
化
は
、
当
然
、
「
中
濁
」
現
象
に
先
行
し
て
生
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
声
化
と
深
い
関
係
の
あ

る
現
代
の
方
言
の
「
中
濁
」
は
、
し
た
が
っ
て
、
後
に
無
声
子
音
が
「
有
声
化
」
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
古
い
姿
の
残

さ
て
、
現
代
の
方
言
の
「
中
濁
」
は
、
後
に
無
声
子
音
を
「
有
声
化
」
し
て
成
立
し
た
も
の
と
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た

の
は
、
お
よ
そ
い
つ
ご
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
理
論
的
に
は
母
音
の
無
声
化
が
普
通
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
無
声
化
は
、
池
上
禎
造
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
こ
れ
は
普
通
の
文
献
で
は
証
明
が
で
き
ず
、
特
別
の
資
料
が
み
つ
か
る
ま
で
古
き （聞 u
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ら
れ
る
。

『
レ
ク
シ
コ
ン
』

は
ヽ (

7
)

（

8
)
 

に
遡
る
こ
と
は
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
性
質
の
現
象
で
あ
る
。
加
え
て
、
地
方
的
相
違
の
大
き
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
の
方
面
か
ら

の
考
察
は
ま
ず
ほ
と
ん
ど
望
め
そ
う
に
な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

井
上
史
雄
氏
は
、
母
音
の
無
声
化
以
外
に
次
の
よ
う
な
も
の
も
「
中
濁
」
現
象
の
生
じ
た
時
期
を
考
え
る
手
掛
か
り
に
な
る
と
し
て
お

い
ハ
行
子
音
P
の
非
破
裂
音
化

閲
力
行
、
ハ
行
、
ラ
行
四
段
動
詞
の
音
便
化

田
は
、
こ
の
「
中
濁
」
が
力
、
夕
行
の
二
行
だ
け
に
起
こ
っ
て
、
サ
、
ハ
行
に
生
じ
な
い
理
由
を
手
掛
か
り
に
、
田
は
、
力
行
イ
音
便
、

ハ
・
ラ
行
促
音
便
と
「
中
濁
」
と
の
相
対
的
先
後
を
手
掛
か
り
に
し
よ
う
と
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
か
ら
、
井
上
氏
は
、
結
論
的
に
、

東
北
方
言
な
ど
の
「
中
濁
」
は
、
「
中
世
」
に
起
き
た
現
象
で
は
な
い
か
と
し
て
お
ら
れ
る
。
示
唆
的
な
論
で
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多

い
が
、
な
お
考
慮
す
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。
井
上
氏
の
右
の
推
論
に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
で
あ
ら
た
め
て
触
れ
る
こ
と
に
し

て
、
こ
の
「
中
濁
」
と
い
う
特
異
な
現
象
を
具
体
的
に
文
献
の
上
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
央
語
以
外
の
方

言
を
反
映
す
る
資
料
が
も
と
も
と
多
く
な
い
上
に
、
こ
の
現
象
自
体
が
そ
の
ま
ま
表
記
に
現
れ
に
く
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
母
音
の
無

声
化
に
劣
ら
ず
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
一
、
二
、
そ
れ
と
思
わ
れ
る
手
掛
か
り
を
残
し
た
資
料
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま

ず
具
体
的
に
確
か
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
検
証
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
タ
ー
リ
ノ
フ
編
の

一
七
七
四
年
（
延
享
元
年
）
、
青
森
県
佐
井
港
を
出
帆
し
て
江
戸
に
向
か

(
9
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う
途
中
遭
難
し
、
千
島
オ
ン
ネ
コ
タ
ン
島
に
漂
着
し
た
、
漂
流
民
の
言
語
を
記
録
し
た
資
料
で
あ
る
。
音
素
文
字
で
あ
る
ロ
シ
ア
文
字
で
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Q
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ロ
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底
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和
t:
agai 
(
赤
い
）
fadaga 
(裸）
s
a
g
a
n
a
 
(魚）
aginai 
(
商
い
）
sagazgi 
(杯）
igi 
(息）
o
g
u
 
(
置
く
）
sogusai 
(
息
災
）
teoge 

（
手
桶
）
k
a
g
e
m
o
n
o
 
(
掛
け
物
）
igesu 
(
生
簑
）
daigon 
(
大
根
）
n
e
g
o
 
(猫）
fago 
(箱）

ぷ
ぬ
adai 
(値）
idazi 
(
い
た
ち
）
kadai 
(
固
い
）
も
iri
(
一
里
）
i3ingo 
(苺）
midzi 
(道）
idzu 
(
何
時
）
n
a
d
z
u
 
(夏）
m
a
z
u
 

（松）
codeuxi 
(
牡
牛
）
jadade 
(
矢
立
）
d
e
d
e
 
(
出
て
）
s
a
d
o
 
(
砂
糖
）
fado 
(鳩）
fodoge 
(仏）

ミ
1-!
~
 ⇒

r
学
甘
r
n
Q
~
や
竺
抵
弧
ざ
,
.
.
.
.
)
~
_
;゜

bikko 
(跛）
ikke m
a
g
i
 
(
一
家
）
r
a
k
k
o
 
(
ラ
ッ
コ
）
d
o
k
k
a
r
a
 
(
何
処
か
ら
）

aratta 
(
洗
っ
た
）
damatte 

(
黙
っ
て
）
motte 
(
持
っ
て
）
omotte 
(
思
っ
て
）

*
 fagke 
(
八
卦
）
も
有
声
化
し
な
い
例
で
あ
ろ
う
。
okanai
(
恐
い
）
o
k
a
n
a
 gozaran 

(
恐
く
な
い
）
oki 
fne 
(
大
き
い
船
）
oki 

g
o
d
o
 
(
大
き
い
事
）
oki d
a
i
g
w
a
n
 s
a
m
a
 
(
都
市
長
官
）
oki k
a
w
a
 (
大
き
い
川
）
oki 
ojagada 
(
長
兄
）
Jakuri 
(
し
ゃ
く
り
）
な

ど
も
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
鞘
甘
r
n
Q
~
妥
侭
梱
ざ
⇒

~_; ゚
fingaJino tenki 

(
天
気
）
joi 
tenki 
(
天
気
）
k
i
n
k
w
a
 
(
喧
嘩
）
J
e
n
k
o
 
(
線
香
）
Jincu 
(
真
鍮
）
kincagu 

(
巾
着
）
fantogi 
(半

時）
*
 fanzugi 
(
半
月
）
は
、
あ
る
い
は
連
濁
例
か
。

三
単
潅
、
~
,
.
.
.
.
)
心
主
甘
[Il~逆

e
出
甘
皿
土
慄
叶
l~ざ,....)~_;゜

m
u
s
k
o
 
(
息
子
）
fkjagu 
(
飛
脚
）
c
k
a
r
a
 
(力）
a
c
k
a
r
a
 
(
あ
ち
か
ら
）
c
k
a
i
m
a
s
 
(
使
い
ま
す
）
c
k
a
m
a
i
m
a
s
 
(
捕
ま
え
ま
す
）
eke-

m
a
s
 
(
付
け
ま
す
）
ade m
a
J
t
a
 
(
当
て
ま
し
た
）
doJta 
(
ど
し
た
）
fto 
(人）
fta 
(蓋）
ftoje 
(
太
い
）
ftocubu 
(
一
粒
）
c
t
o
m
e
 

「
廿
窓
」
禅
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で
は
な
い
。 (

0
代

さ

）

い
無
声
子
音
に
挟
ま
れ
た
狭
母
音
i
.
u
が
無
声
化
す
る
の
は
、
後
続
母
音
が

a
.
e
.
0
の
場
合
で
、

i
.
u
が
後
に
続
く
時
は
、

無
声
化
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
、
無
声
子
音
は
有
声
化
し
て
い
る
。

figiusu (tt~8) 

m
o
m
o
f
i
g
i
 
(1b 1b'CJ'~) 

N
 aJigi 
(Jfil澤
k
)

tefugi (-=ft!~-) 

cugigane (~ 

幽
涵
）

c
u
g
u
r
u
 ({t~) 

f
u
g
u
r
o
 

（溶）

f
u
g
u
r
u
d
o
r
i
 (~< 

1:i 
-
3
)
 
k
w
u
3
i
 
(口）

k
u
z
u
 (¥1~) 

cizumi 

(m:) 

*
 fitcu3i 
(
$
)
 kitcu (
f嘩
）

s
k
i
b
u
d
o
n
 (~$NI) 

c
k
u
r
u
i
 
(
t
f
f
O
 
/j t·O){JU5'}il1'&J~o 

母
音
の
無
声
化
と
カ
・
タ
行
子
音
の
有
声
化
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
『
レ
ク
シ
コ
ン
』
の
こ
の
状
況
は
、
現
在
の

東
北
地
方
の
方
言
の
姿
と
ほ
ぽ
同
一
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
東
関
東
（
栃
木
・
茨
城
・
千
葉
北
部
）
で
は
無
声
子
音
の
中
間

に
あ
る
狭
母
音
i
.
u
は
、
後
続
の
母
音
の
条
件
な
し
に
無
声
化
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
東
北
地
方
の
大
部
分
の
方
言
で
は
後
ろ
に
i
.

U

の
母
音
が
続
く
と
き
は
、
そ
の
前
の
無
声
子
音
に
挟
ま
れ
た
i
.
u
は
、
無
声
化
し
な
い
。
田
国
は
、
十
八
世
紀
の
南
部
方
言
の
状
況

が
や
は
り
そ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
宮
島
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
母
音
の
無
声
化
が
カ
・
タ
行
の

有
声
化
に
先
行
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

国
内
文
献
で
は
、
三
矢
重
松
氏
『
荘
内
語
及
語
釈
』
（
昭
5
)
に
「
是
は
発
音
の
上
ば
か
り
で
は
な
く
、
書
く
上
で
も
教
育
の
不
充
分

な
人
は
わ
ざ
わ
ざ
濁
点
を
う
つ
の
で
あ
る
。
」
（
第
四
、
濁
音
「
語
中
の
濁
音
」
）
と
あ
る
よ
う
に
、
文
献
に
残
さ
れ
る
可
能
性
が
な
い
で

は
な
い
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
現
象
自
体
の
性
格
、
地
方
性
、
表
記
法
な
ど
困
難
な
問
題
が
重
っ
て
、
こ
の
現
象
を
確
認
す
る
の
は
容
易

私
は
以
前
、
こ
の
有
声
化
現
象
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
文
献
と
し
て
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
運
歩
色
葉
集
』
写
本
三
冊

(10) 

を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
各
冊
末
葉
に
「
元
亀
二
年
辛
未
(
-
五
七
二
）
二
月
上
旬
書
写
畢
筆
者
師
岡
」
と
い
う
織
語
の
あ
る
本
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
不
審
な
位
置
に
「
濁
点
」
が
差
さ
れ
た
語
例
が
全
巻
に
わ
た
っ
て
相
当
数
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
特
異
な
加
点
が

6
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「
中
濁
」

考

「
中
濁
」
（
力
行
夕
行
子
音
の
有
声
化
）
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
現
象
を
直
接
反
映
し
た
か
な
り
古
い
文
献
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
濁
点
」
を
根
拠
に
、
こ
の
文
献
は
、
東
北
地
方
な
ど
の
地
方
人
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
後
、
中
央
語
に
も
こ
の
種
の
清
濁
の
ゆ
れ
は
十
分
考
え
ら
れ
、
直
ち
に
方
言
の
反
映
と
す
る
の
は
疑
問
と
す
る
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
の
見
解
そ
の
も
の
に
は
賛
同
し
が
た
い
が
、
前
稿
で
指
摘
し
た
「
濁
点
」
の
分
析
に
な
お
十
分
で
な
い
点
が
あ
る
の
で
、
こ
こ

で
あ
ら
た
め
て
こ
の
濁
点
の
意
味
を
検
討
し
直
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

京
大
図
書
館
蔵
の
運
歩
色
葉
集
は
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
、
安
田
章
氏
の
「
解
題
」
を
付
し
て
、
昭
和
四
四
年

臨
川
書
店
よ
り
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（
以
下
は
そ
の
再
版
本
に
よ
る
。
そ
の
織
語
に
よ
り
、
以
下
、
本
書
を
「
元
亀
本
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。
）
本
書
に
は
、
四
つ
仮
名
の
混
乱
や
オ
段
と
ウ
段
の
長
音
の
交
替
表
記
な
ど
注
目
す
べ
き
言
語
事
象
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

な
い
。
墨
の
単
点
は
第
一
分
冊
巻
頭
に
若
干
見
ら
れ
る
だ
け
、
墨
の
複
点
は
一
応
全
巻
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
が
、
量
的
に
は
朱
点
に
比

べ
る
べ
く
も
な
い
。
お
そ
ら
く
「
解
題
」
に
言
う
よ
う
に
、
本
文
仮
名
付
け
の
際
、
仮
名
と
一
緒
に
若
干
の
も
の
に
墨
点
が
さ
さ
れ
て
、

一
通
り
施
訓
の
後
、
あ
ら
た
め
て
巻
初
か
ら
朱
に
よ
っ
て
点
が
差
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
書
で
は
、
朱
筆
は
、
訂
正
補
侠
・
固
有

名
詞
の
線
引
き
、
句
読
点
な
ど
に
豊
富
に
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
補
訂
部
分
の
字
体
、
表
記
法
の
傾
向
な
ど
か
ら
見
て
、
墨
の
本
文
筆
者

師
岡
の
手
に
な
る
も
の
と
見
倣
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
（
「
解
題
」
参
照
）
大
体
に
お
い
て
、
第
一
分
冊
、
第
二
分
冊
に
単
点
、
第
三
分

冊
に
複
点
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
そ
の
施
点
は
、

カ
・
サ
・
タ
・
ハ
行
の
範
囲
の
仮
名
に
限
ら
れ
て
い
る
。
「
濁
点
」
と
見
る

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
「
解
題
」
に
逐
一
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
本
書
の
濁
点
に
は
特
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

本
書
に
は
、
朱
・
墨
の
単
点
あ
る
い
は
複
点
が
仮
名
の
右
肩
に
か
な
り
豊
富
に
付
さ
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
朱
点
が
多
く
、

墨
点
は
少

7
 



〔
チ
〕
〈
タ
イ
〉
ゴ
ハ
ヂ

（
太
挙
持
・
ニ

7
)

ウ）

シ
タ
ダ
ム
ル
（
認
・
三

39
ウ）

フ
ヂ
（
淵
．
渾
・
ニ

49

〔
夕
〕
イ
ダ
ヅ
ガ
ハ
シ

（
労
•
-
8
)

二

Jヽ

ダ

ツ
ミ
,......__ 
十ヽヤ

i頁． 
~ 

18 
ヽ

〈
タ
イ
〉
ゴ
ハ
ヂ

フ
ミ
バ
ダ
カ
ル
（
祓
・
ニ

49
ウ）

（
憂
盤
所
・
ニ

7
)

（
太
挙
持
・
ニ

7
)

ト
ゴ
ロ
（
御
息
所
・
三

23)

ア
ク
ダ

（
芥
・
―
―

-
4

〈
夕
行
〉
居
士
・
―
―

-40)

ン
ド
ゴ
ロ

ジ
ネ
ン
ゴ
ジ
（
自
然

〔コ〕

ニ
ゴ
ヤ
カ

（
婢
約
•
-
1
7
)
ヲ
ゴ
ル
（
興
・
起
•
発
病
•
-
3
9ウ
）

タ
チ
ト
ゴ
ロ
ニ
カ
ク
ル

（
立
死
・
ニ

6
)

〔
ケ
〕
ハ
ッ
ツ
ゲ
（
礫•
-
1
5ウ
）

ケ
イ
シ
ャ

（
傲
景
舎
・
三

33)

（
輔
・
博
・
扶
・
三

53
ウ）

ビ
グ
（
比
丘
・
―
―

-42)

ヒ
ヒ
グ
（
響
・
三

46)

セ
ン
グ
ツ
（
鏡
屑
・
三

49
ウ）

ゴ
ト
グ
（
悉
・
ニ

56
ウ）

（
眩
・
三

21
ウ）

〔
キ
〕
ク
ギ

メ
グ
ル
メ
ク

ミ
カ
グ

（
琢
・
三

24)

シ
ゴ
グ
（
至
極
・
―
―

-25
ウ）

ッ
グ
シ

国
尽
・
ニ

31
ウ）

ク
グ
ル
（
括
・
ニ

34
ウ）

マ
ネ
グ
（
招
・
ニ

40
ウ）

サ
シ
マ
ネ
グ

（
塵
・
三

12
ウ）

〔
ク
〕
ト
ヒ
グ
タ
ル
（
禎•
-
2
8ウ
）

グ
タ
シ

（
血
潟
•
-
3
1ウ
）

（
茎
・
ニ

31
ウ）

キ
モ
リ
（
衛
士
・
―
―

-23)

〔
力
〕
サ
ガ
ウ

〈
力
行
〉

（
逆
•
-
3
2ウ
）

サ
イ
ギ

ミ
ガ
ド

（
佐
伯
・
三

8
)

（
御
門
・
ニ

19)

マ
グ
ラ

（
枕
・
ニ

4
ウ）

ス
ギ
（
透
・
―
―

-53
ウ）

マ
ガ
ル
（
罷
・
ニ

40
ウ）

ウ
ス
グ
マ
ル

フ
チ
ダ
ガ
（
緑
高
・
ニ

47
ウ）

ゞ

タ
ン
ー

ス
グ
ル

シ
ユ
グ
コ
ト

（
蹄
・
ニ

28) ガヽ

他
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は
不
審
な
例
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
い
ま
そ
れ
ら
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。
（
不
審
な
濁
点
の
付
さ
れ
た
傍
訓
を
大
書
し
て
示
す
）

8
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「
中
濁
」

も
の
は
異
常
で
あ
る
。

考

①
、
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
マ
ン
の
法
則
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
連
濁
現
象
に
お
い
て
、
後
項
の
二
音
節
目
（
あ
る
い
は
そ
れ
以

後
）
に
濁
音
（
本
濁
）
が
あ
る
と
き
は
、
後
項
の
第
一
音
節
に
は
連
濁
が
生
じ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
こ
の
原
則
か
ら
す
る
と
、
次
の

な
く
、

日
本
語
の
「
清
濁
」
の
一
般
的
あ
り
か
た

（
原
則
と
も
い
う
べ
き
性
格
）
に
著
し
く
反
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
不
審
な
位
置
に
打
た
れ
た
「
濁
点
」
は
、
単
純
に
「
清
・
濁
」
の
枠
の
中
で
、
そ
の
ま
ま
「
濁
音
節
」
の
表
示
と

み
な
す
と
い
ろ
い
ろ
不
都
合
な
問
題
が
生
ず
る
。
「
濁
音
」
の
あ
り
か
た
が
、
同
時
代
の
他
の
資
料
の
語
形
と
異
な
る
と
い
う
だ
け
で
は

事
実
は
、

や
は
り
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

）
の
不
審
な
「
濁
点
」
は
、

サ、

右
は
、

そ
う
し
た
考
え
か
ら
、
こ
の
文
献
と
ほ
ぽ
同
時
代
の
日
葡
辞
書
な
ど
の
清
濁
と
比
較
し
て
不
審
な
位
置
に
う
た
れ
た
濁
点
の
例

を
あ
げ
た
も
の
で
、
こ
の
中
に
は
、
あ
る
い
は
単
純
な
「
筆
の
そ
れ
」
と
で
も
い
う
べ
き
、
う
ち
誤
り
の
例
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
す
べ
て
を
単
純
な
誤
点
と
し
て
処
理
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

ハ
行
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
右
に
見
る
よ
う
に
、
力
、
夕
行
の
仮
名
に
偏
っ
て
見
出
さ
れ
る
。
こ
の

と
に
な
ろ
う
。

〔
卜
〕
ト
ド
ノ
ウ

こ
の
こ
ろ
の
文
献
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
濁
点
の
施
点
は
非
常
に
恣
意
的
で
、
他
の
資
料
や
現
代
語
の
か
た
ち
か
ら
当
然
予
想
さ
れ
る

位
置
に
必
ず
し
も
一
々
濁
点
が
施
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
従
っ
て
、
部
分
的
に
た
ま
た
ま
打
た
れ
た
「
濁
点
」
の

意
味
を
、
同
時
代
の
他
の
資
料
を
参
照
す
る
な
ど
し
て
考
え
る
と
い
う
の
が
現
実
的
な
、
第
一
義
的
に
取
り
う
る
処
理
の
方
法
と
い
う
こ

（
調
•
-
2
8ウ
）

ヲ
ド
リ

囮
・
鳥
媒

•
-
4
0
)
ク
レ
ハ
ド
リ
（
呉
服
・
ニ

32)

カ
イ
（
矢
番
・
ニ

37)

ヒ
ヅ
ジ

（
羊
こ
―
-46
ウ）

ス
リ
ヅ
ヅ
ミ
（
摺
鼓
・
三

52
ウ）

〔
ツ
〕
ク
ヅ

（
靴
・
ニ

28
ウ）

ヅ
ヅ
ミ
（
表
包
・
ニ

25
ウ）

ヅ
ヅ
ミ
（
平
包
・
三

43
ウ）

エ
ド
（
甲
乙
・
三

41)

ウ
ラ
ヅ
ジ
（
裏
辻
・
ニ

25
ウ）

ヅ

，
 



は
、
右
の
制
約
が
特
殊
な
も
の
と
し
て
働
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
ナ
カ
ミ
ガ
ド

（
中
御
門
・
ニ

19)
」

し
な
い
と
い
う
傾
向
に
も
反
す
る
。

(12) 

②
、
森
田
武
氏
は
、
日
葡
辞
書
の
語
音
連
結
を
調
べ
て
濁
音
節
の
分
布
に
あ
る
制
約
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

．1
、
日
葡
辞
書
の
収
録
語
中
、
濁
音
節
が
並
列
し
て
い
る
の
は
、

囚
複
合
語
系
に
お
け
る
前
後
項
の
接
合
部
と
、
語
頭
に
濁
音
節
を
持
つ
接
尾
辞
の
接
合
部
、
及
び
、

閲
擬
声
語
系
の
語
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
て
、

~
1
1、
き
わ
め
て
少
数
の
問
題
に
な
る
語
を
除
け
ば
、
濁
音
節
の
並
列
は
単
純
語
中
に
は
存
し
な
い
。

出
、
こ
の
濁
音
節
の
連
結
上
の
制
約
は
、
上
代
以
来
存
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

•
I
V
、
後
項
の
第
二
音
節
以
下
に
濁
音
節
が
あ
る
場
合
に
は
、
後
項
の
第
一
音
節
に
は
連
濁
が
起
こ
ら
な
い
と
い
う
ラ
イ
マ
ン
の
法
則

ス
リ
ヅ
ヅ
ミ
（
摺
鼓
・
三

52
ウ）

〈
ヤ
〉
ヅ
カ
イ

（
矢
番
・
ニ

37
ウ）

ウ
ラ
ヅ
ジ

（
裏
辻
・
ニ

25
ウ）

ニ
ハ
ダ
ッ
ミ
（
演
•
-
1
8
)

ジ
ネ
ン
ゴ
ジ
（
自
然
居
士
こ
―

-40)

セ
ン
グ
ツ
（
銃
屑
・
三
49
ウ）

〈チ〉

グ
タ
シ
（
血
潟
•
-
3
1ウ
）

ト
ヒ
グ
タ
ル
（
禎
•
-
2
8ウ
）

ナ
ガ
ミ
ガ
ド

（
中
御
門
・
ニ

19)

の
例
な
ど
は
、
ラ
イ
マ
ン
の
法
則
に
反
す
る
と
同
時
に
、

一
般
に
「
オ
・
ミ
」
の
次
ぎ
は
連
濁
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A
 

「
中
濁
」

考

ス
グ
ル
（
輔
・
博
・
扶
・
三

53
ウ）

ク
グ
ル
（
括
・
ニ

34
ウ

ス
ギ
（
透
・
三

53
ウ

ク
ギ
（
茎
・
ニ

31
ウ）

で
あ
る
。

今
、
試
み
に
、
無
声
子
音
間
に
狭
母
音
i
、

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ヒ
ヅ
ジ
（
羊
・
三

46
ウ）

イ
ダ
ヅ
ガ
ハ
シ
（
労

•
-
8
)

ヒ
ヒ
グ
（
響
・
―
―

-46)

森
田
氏
の
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
単
純
語
中
に
濁
音
節
の
並
列
し
た
例
は
、
上
代
以
来
存
在
し
な
か
っ
た
か
た
ち
と
い
う
こ

ミ
カ
グ

①
②
か
ら
す
る
と
、
こ
の
文
献
に
見
え
る
「
濁
点
」
を
す
べ
て
一
律
に
、
い
わ
ゆ
る
「
濁
音
」
（
本
濁
）
を
表
す
も
の
と
き
め
て
か
か

る
の
は
、
ど
う
も
危
険
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
不
審
な
位
置
に
打
た
れ
た
「
濁
点
」
が
お
お
む
ね
力
、
夕
行
の
二
行
に
集
中
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
の
文
献
で
は
、

も
の
）

U

が
挟
ま
れ
た
語
音
構
造
を
持
つ
語
例
（
日
葡
辞
書
な
ど
で
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
を
持
つ

を
、
こ
の
文
献
か
ら
拾
い
出
し
て
、
「
濁
点
」
の
打
た
れ
方
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
こ
に
あ
る
一
っ
の
傾
向
が
見
て
取
れ
る
よ
う

（
琢
・
―
―

-24

ウ
ス
グ
マ
ル
（
跨
o
I
 

1
 

28) 

と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
濁
音
」
（
本
濁
）

と
カ
・
タ
行
子
音
の
「
語
中
有
声
化
音
」
を
同
時
に
同
じ
符
号
で
示

11 



す
な
わ
ち
、

c
 

B
 ア

ク
ダ

（
芥
・
三

4
ウ）

A
の
よ
う
に
、

C
i
V
1
C
2
V
2
(
V
1
 1
1
7
U
3
葉
専
叩
）

な
い
不
審
な
「
濁
点
」
が
特
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
。

B
の
よ
う
に
＼
に

a
、

た
く
さ
ん
の
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
不
審
な
濁
点
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
「
ほ
と
ん
ど
」
と
い
う
の
は
、
わ
ず
か
二

ハ
ッ
ツ
ゲ
（
傑
•
-
1
5ウ
）

フ
ト
コ
ロ
（
懐
・
ニ

49
ウ）

フ
カ
グ
ツ
（
靴
・
ニ

49
ウ）

ッ
ト
（
宜
・
ニ

15
ウ）

ッ
タ
ウ
（
博
・
ニ

16)

ス
ケ
（
介
・
三

54)

チ
カ
ラ
（
力
•
-
3
2ウ
）

キ
タ
（
北
＇
ニ
ー

16
ウ）

キ
コ
リ
（
樵
・
三

16)

シ
タ
（
舌
・
三

39)

シ
カ
（
鹿
・
三

39
ウ）

ク
ヅ
（
靴
・
ニ

28
ウ）

フ
ヂ
（
淵
．
渾
・
ニ

49)

2
 ゞ

ヽ

の
＞
力
i

U

の
狭
母
音
の
場
合
に
、
他
の
普
通
の
資
料
に
は
見
ら
れ

0

の
広
い
母
音
が
来
る
例
は
、
こ
の
他
に
も
な
お

e ヽ
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「
中
濁
」

「
礫
ハ
ッ
ツ
ゲ
」

ら
し
い
の
で
あ
る
。

考

例
で
あ
る
が
、

ま
ず
、
「
芥
ア
ク
ダ
」
の
例
で
あ
る
が
、

「
ケ
」
の
母
音

e
の
広
母
音
で
あ
る
か
ら
、

マ
ツ
ヂ
ヤ

（
実
否
・
三

26
ウ）

（
抹
茶
・
ニ

39)
〈
シ
ツ
〉
ヅ
イ

（
失
墜
•
―
―
-
2
7ウ）

ニ
ッ
ジ
ョ
ク

（
落
居
・
ニ

21)
〈
ヒ
ツ
〉

日
蝕
•
-
1
6ウ
）
ラ
ッ
ゾ
ク

（
蝋
燭
・
ニ

21)

ゲ
ン

（
筆
硯
・
三

43)
〈
シ
ツ
〉
ギ
ャ
ク

C
の
よ
う
な
例
が
一
部
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
、
こ
の
二
例
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
あ
り
そ
う

日
葡
辞
書
に
は
「
A
c
u
t
a
」
と
あ
り
、
こ
れ
か
ら
す
る
と

Vz
に
a
、

て
も
不
審
な
濁
点
の
打
た
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
「
文
明
本
節
用
集
」
に
は
「
塵
芥
ア
グ
タ
」
（
チ
・
態
芸

門
）
「
荊
芥
ア
グ
タ
」
（
ケ
・
草
木
門
）
「
芥
ア
グ
タ
」
（
ア
・
草
木
門
）
「
白
芥
子
ア
グ
タ
」
（
ヒ
・
草
木
門
）

「
ア
グ
タ
」
の
形
で
出
て
い
る
。
「
芥
」
に
は
、
「
ア
ク
タ
」
の
他
に
「
ア
グ
タ
」
の
形
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
無
声
子
音
間

の
狭
母
音
と
い
う
条
件
で
は
な
く
な
る
か
ら
、
「
ア
グ
ダ
」
と
な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。

B
と
は
条
件
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

の
場
合
は
、
「
ハ
リ
ッ
ケ
」

の
音
便
か
ら
で
あ
る
と
す
る
と
、
「
ツ
」
「
ケ
」

し
か
し
、
こ
の
中
に
は
、
「
出
生
ヂ
ヤ
ウ
」
（
三

27
ウ）

と
す
べ
て
第
二
音
節
濁
音
の

の
子
音
は
そ
れ
ぞ
れ
無
声
‘
>
2
は

B
の
一
般
例
同
様
「
ハ
ッ
ッ
ケ
」
と
濁
点
を
持
た
な
い
か
た
ち
で
あ
り
そ
う
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
例
外
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
、
こ
れ
も
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
文
献
の
場
合
、
促
音
の
後
が
濁
音
化
す
る

①
ホ
ツ
ギ
ウ
（
法
橋
•
-
1
8ウ
）
ラ
ツ
ギ
ヨ

②
ト
ツ
ザ
カ
（
鶏
冠
•
-
2
6
)ア
ッ
ゾ
ン
（
朝
臣
・
三
2
)

③
ヲ
ッ
ド
（
夫
•
-
3
9ウ
）
シ
ッ
ダ
タ
イ
シ
（
悉
達
太
子
・
三
3
4ウ
）

④
ア
ツ
バ
レ
（
適
・
三

5
)

モ
ツ
バ
ラ
（
純
一
・
―
―

-47)
シ
ッ
ベ
イ
（
執
柄
・
三

26)
ジ
ツ
ブ

④
は
、
あ
る
い
は
、
促
音
の
P

（
半
濁
音
）
を
示
し
て
い
る
と
も
見
う
る
が
、
そ
の
他
の
例
は
、
な
ん
と
も
理
解
し
に
く
い
現
象
で
あ
る
。

の
よ
う
な
四
つ
仮
名
混
同
の
例
も
見
え
、
た
し
か
に
濁
音
化
し
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
「
一
致
シ
」

(
-
6
ウ
）
「
小
リ
ッ
チ
ン
ヘ
ン
」

(
-
2
4
)

に
は
濁
点
が
付
い
て
い
な
い
が
、
こ
れ
も
促
音
下
に
生
じ
た
四
つ
仮
名

の
混
同
の
例
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
現
象
自
体
に
つ
い
て
は
、
な
お
十
分
に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
促
音
の
後
が
濁
音

で、

B
か
ら
外
し
て
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

e ヽ

（
失
却
・
三

27
ウ）

0

の
広
い
母
音
が
来

13 



け
つ
ま
が
る

小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
、

此
書
関
東
ロ
ニ
テ
仮
名
違
候
、
其
御
心
得
尤
候

化
す
る
現
象
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
先
の
「
傑
ハ
ッ
ツ
ゲ
」
の
例
も
、
例
外
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
文
献
の
語
中
の
力
、
夕
行
子
音
は
、

し
ば
し
ば
有
声
音
化
す
る
が
、
右
の

B
の
よ
う
な
語
音
構
造
を
持
つ
も
の
に
つ

い
て
は
、
こ
の
有
声
化
が
生
じ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
恣
意
的
な
濁
点
の
施
点
方
式
に
よ
る
偶
然
の
偏
り
と

い
う
可
能
性
が
な
い
で
は
な
い
が
、
よ
く
似
た
語
音
構
造
の

A
の
場
合
に
は
、
た
び
た
び
不
審
な
濁
点
が
付
さ
れ
て
、
他
の
一
般
の
語
中

カ
、
夕
行
音
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
単
に
偶
然
と
ば
か
り
も
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
B
の

よ
う
な
語
音
構
造
を
持
つ
語
例
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
。
）

前
節
に
見
た
現
代
の
方
言
や
十
八
世
紀
の
「
レ
ク
シ
コ
ン
」
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
著
者
の
属
す
る
方
言
に
も

B
の
よ
う
な
場
合
、
母

音
の
無
声
化
が
生
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
無
声
化
し
た
母
音
の
後
の
無
声
子
音
は
有
声
化
す
る
こ
と
が
な
く
、
そ

の
た
め
に
こ
の
語
類
に
不
審
な
濁
点
が
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
書
に
は
、
各
冊
第
一
紙
裏
に
「
今
所
持
等
円
」
と
い
う
署
名
と
同
筆
で
、

と
い
う
書
き
付
け
が
あ
る
。
具
体
的
に
何
を
根
拠
に
し
て
「
関
東
口
」
（
関
東
方
言
）
と
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
印
象

を
与
え
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
や
は
り
興
味
を
引
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
実
際
、
漢
字
に
付
さ
れ
た
訓
を
見
て
い
く
と
、
こ
の
「
関

東
口
」
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
注
意
を
引
く
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
販
、
蹟
」
（
ニ

45
ウ）

つ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
『
庄
内
浜
荻
』
に
「
つ
ま
づ
く
」
の
方
言
と
し
て
出
て
い
る
。

つ
ま
つ
く
ヲ
け
つ
ま
が
る

〔
動
〕
方
言
。

0
未
徳
が
集
に
、

〔
け
つ
ま
ぐ
る
〕
山
形
県
、
福
島
県
、
伊
豆
八
丈
島
中
之
郷
、

〔
け
っ

に
「
ケ
ツ
マ
グ
ル
」
と
い
う
読
み
が

ま
り
こ
よ
り
野
辺
に
か
か
り
て
ゆ
く
人
の
け
つ
ま
つ
き
て
や
膝
を
す
る
ら
ん
と
い
ひ
た

れ
ば
、
け
つ
ま
つ
く
は
苦
か
ら
ぬ
や
う
な
れ
ど
、
短
く
つ
ま
づ
く
に
て
よ
か
る
べ
し

つ
ま
づ
く
。
山
形
県
庄
内
。
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「
中
濁
」

考

認
め
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
を
前
節
ま
で
に
見
た
。

四

『
元
亀
本
』

ま
ぐ
る
〕
茨
城
県
猿
島
郡
。

釜
石
、
岩
手
県
鹿
角
郡
、
三
重
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
。

と
主
と
し
て
関
東
、
東
北
の
地
名
が
上
が
っ
て
い
る
。
（
天
正
本
は
、
こ
の
部
分
、
「
ケ
ツ
マ
ヅ
ク
」
と
な
っ
て
い
る
。
静
嘉
堂
本
は
、
こ

の
筆
者
師
岡
は
、
お
そ
ら
く
東
北
地
方
の
出
身
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
不
審
な
数
々
の
濁
点
は
、
当
時
の
東
北
地
方
の
方
言

一
、
つ
き
鐘
づ
づ
み

（
撞
鐘
鼓
）

（
面
研
）

と
い
う
不
審
な
濁
点
が
あ
る
。
始
め
の
目
録
の
部
分
に
し
か
濁
点
が
な
い
た
め
十
分
に
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
も
、
「
中

濁
」
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
資
料
も
ま
た
、
種
々
の
点
か
ら
東
北
地
方
な
ど
の
東
国
出
身
の
人
の
手
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
中
濁
」
が
表
記
の
上
に
反
映
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
点
で
今
の
場
合
参
照
に
値
す
る
資
料
と
言
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

「
中
濁
」
の
現
象
は
、
文
献
の
上
で
は
中
世
末
ま
で
遡
っ
て
確
認
で
き
る
こ
と
、
そ
の
場
合
も
、
母
音
の
無
声
化
と
の
関
連
が
や
は
り

と
こ
ろ
で
、
こ
の
現
象
は
、

そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
性
格
の
音
変
化
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
音
変
化
の
性
格
か
ら
、
変
化
の
時
期
の

ヽ

つ
ら
ど
ぎ

中
世
末
近
世
初
期
頃
の
資
料
と
さ
れ
る
「
天
正
狂
言
本
」
に
も
、

に
あ
っ
た
「
中
濁
」
を
部
分
的
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

の
項
目
を
欠
い
て
い
る
） 郡

広
田
。

〔
け
つ
ま
げ
る
〕
青
森
県
「
鬼
も
け
つ
ま
げ
蛇
も
川
流
れ

（
諺
、
河
童
の
川
流
れ
と
同
義
）
」
岩
手
県

〔
け
ち
ま
ぐ
る
〕
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
幸
手
。

〔
け
っ
つ
ま
ぐ
れ
る
〕
岩
手
県
気
仙

15 



か

゜
大
体
の
予
測
が
つ
か
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
理
論
的
な
面
か
ら
推
測
を
こ
こ
で
少
し
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(13) 

こ
の
有
声
化
現
象
に
つ
い
て
は
、
井
上
史
雄
氏
に
、
次
の
よ
う
な
要
を
得
た
解
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
現
象
は
、
有
声
の
母
音

に
挟
ま
れ
た
無
声
子
音
が
発
音
容
易
化
（
声
帯
の
振
動
を
保
っ
た
ま
ま
発
音
す
る
方
が
、
途
中
中
断
を
挟
む
よ
り
自
然
）
の
た
め
、
前
後

の
有
声
音
（
母
音
）
に
同
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
く
日
本
語
の
「
濁
音
」
は
、
語
中
に
入
り
渡
り
の
鼻
音
を
伴
っ
て
い
た
た
め
に
、
こ

の
同
化
に
よ
る
有
声
化
が
起
こ
っ
て
も
、
「
濁
音
」
と
混
同
す
る
お
そ
れ
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
語
中
の
カ
・
タ
行
の
有
声

化
を
許
す
と
、
今
度
は
、
両
者
の
混
同
を
防
ぐ
た
め
に
、
「
濁
音
」
は
、
そ
の
鼻
音
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
カ
・
タ
行
有
声

化
現
象
を
持
つ
方
言
に
は
、
現
代
で
も
「
濁
音
」
の
鼻
音
要
素
が
強
く
保
持
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
の
現
象
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
右
に
ほ
ぼ
つ
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
付
随
し
て
な
お
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
こ
の
現

井
上
氏
は
、
こ
の
違
い
は
、

音
（
瞬
間
音
）
に
対
し
て
、
有
声
化
が
起
き
た
時
の
サ
・
ハ
行
子
音
は
摩
擦
音
（
持
続
音
）
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
こ
の
よ
う
な
偏
り

を
生
ん
だ
理
由
で
あ
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
摩
擦
音
で
あ
る
こ
と
と
、
有
声
化
が
阻
ま
れ
た
こ
と
と
が
、
ど
の
よ
う
に
関
係

す
る
の
か
が
、

カ
・
タ
行
と
サ
・
ハ
行
の
子
音
の
違
い
に
あ
る
と
見
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
カ
・
タ
行
子
音
の
破
裂

い
ま
―
つ
分
か
り
に
く
い
。

k
a
q
>
a

(
川
）
が
、
た
と
え
ば

k
a
1
1
a
と
な
る
よ
う
な
変
化
は
、
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う

と
「
濁
音
」
と
の
間
の
関
係
が
、

こ
の
点
は
、
有
声
化
を
起
こ
し
た
り
、
起
こ
さ
な
か
っ
た
り
す
る
無
声
子
音
の
側
だ
け
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
無
声
子
音

や
は
り
、
重
要
な
要
素
と
し
て
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
右
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
現
象
は
、

発
音
容
易
化
へ
の
志
向
が
も
た
ら
し
た
同
化
現
象
と
見
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
意
味
の
弁
別
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
押
し
進
め
ら

(14) 

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
有
声
化
も
こ
の
点
の
保
証
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
カ
・
サ
・
タ
・
ハ
四
行
は
、
そ
の

点
必
ず
し
も
同
じ
条
件
を
備
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

象
が
カ
・
タ
行
の
二
行
に
限
ら
れ
て
、

サ、

ハ
行
に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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「
中
濁
」

『
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
』
(
-
六

0
四）

O
D
、
D
、
G
の
前
の
あ
ら
ゆ
る
母
音
は
、
常
に
半
分
の
鼻
音
か
ソ
ン
ソ
ネ
ー
テ
か
を
伴
っ
て
ゐ
る
や
う
に
発
音
さ
れ
る
。
即
ち
、
鼻

の
中
で
作
ら
れ
て
幾
分
か
鼻
音
の
性
質
を
持
っ
て
ゐ
る
発
音
な
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、

M
a
d
a
(
未
だ
）
、

M
i
d
o

(
御
堂
）
、

m
a
d
o
i

（
惑
ひ
）
、

n
a
d
a
m
e

(
宥
め
）
、

n
a
d
e
t
e
(
撫
で
て
）
、

n
i
d
o
(
二
度
）
、

m
a
d
z
u

(
先
づ
）
、

agiuai
(
味
は
ひ
）
、

a.guru
(
上
ぐ
る
）
、

a
g
a
q
u
 
(
足
掻
く
）
、

c
a
g
a
(
加
賀
）
、

f
a
n
a
f
a
d
a
(
甚
だ
）
、

f
a
g
a
m
a
(
羽
釜
）
、
な
ど
。

バ
行
に
つ
い
て
も
、
微
弱
な
が
ら
、
あ
る
い
は
入
り
渡
り
の
鼻
音
が
存
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
記
述
は
、
次
の
よ
う
な
は
な
は
だ
こ

0
こ
の
法
則
は
、
あ
る
場
合
に

B
の
前
の
母
音
A
を
支
配
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

M
a
i
r
i
s
o
r
o
f
a
b
a
 
(
参
り
候
は
ば
）

に
、
主
と
し
て

F
が
重
複
し
て
、
そ
の

F
が
B
に
変
る
場
合
で
あ
る
が
、

ザ
行
に
つ
い
て
は
、
全
く
指
摘
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ガ
・
ザ
・
ダ
・
バ
行
の
濁
音
の
あ
り
か
た
が
、
少
な
く
と
も
中
世
末
頃
に
は
す

も
と
も
と
こ
の
入
り
渡
り
の
鼻
音
は
、
破
裂
あ
る
い
は
破
擦
の
、
急
に
止
め
た
息
の
一
部
が
鼻
に
抜
け
る
こ
ど
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の

で
、
摩
擦
音
な
ど
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ザ
行
音
の
音
価
の
変
遷
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
有
声
化
へ
の
動
き
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
、
摩

擦
音
に
な
っ
て
い
て
、
ガ
行
や
ダ
行
の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
入
り
渡
り
の
鼻
音
を
備
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、

音
の
有
声
化
が
ひ
か
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

(15) 

バ
行
音
の
入
り
渡
り
の
鼻
音
に
つ
い
て
は
、
柴
田
武
氏
に
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
る
。

か
っ
て
は
、

考

b
の
前
に
も
、

で
に
同
じ
で
は
な
か
っ
た
。

J

ろ
も
と
な
い
も
の
で
あ
る
。

び
て
い
た
。

一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
。

に
よ
れ
ば
、
ガ
・
ダ
行
の
二
行
の
濁
音
は
、
当
時
、
そ
の
入
り
渡
り
に
軽
い
鼻
＇
音
を
帯

g
、
d
同
様
、
入
り
わ
た
り
鼻
音
が
あ
っ
た
も
の
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

き
と
め
ら
れ
る
唇
と
、
息
の
一
部
が
流
れ
出
る
鼻
腔
へ
の
人
口
と
の
距
離
が
、

の
や
う

サ
行
無
声
子

b
の
場
合
は
、
息
が
せ

g
、
d
の
場
合
に
比
べ
て
大
き
い
た
め
に
、
鼻
へ
も
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(
1
)
三
矢
重
松
『
庄
内
語
及
語
釈
』
（
言
語
誌
叢
刊
第
一
期
昭
5
)
付
録
に
よ
る
。

(
2
)
柴
田
武
「
濁
音
化
」
『
方
言
小
辞
典
』
（
「
方
言
論
j

平

凡

社

昭

63)

(
3
)

『
荘
内
浜
荻
」
も
注
ー
に
よ
る
。
「
中
濁
」
「
中
段
の
濁
り
」
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
後
藤
利
雄
「
山
形
方
言
の
中
濁
音
」
山
形
方
言
7

（昭

3
7
.
1
2
)

に
検
討
が
あ
る
。

(
4
)

た
と
え
ば
、
浜
田
敦
「
連
濁
と
連
声
」
『
日
本
語
の
史
的
研
究
』
（
昭
59)
、
早
田
輝
洋
「
生
成
ア
ク
セ
ン
ト
論
」
『
岩
波
講
座
日
本
語
5

韻
』
（
昭
52)
な
ど
。

(
5
)
宮
島
達
夫
「
母
音
の
無
声
化
は
い
つ
か
ら
あ
っ
た
か
」
国
語
学
45

（昭
36）

井
上
史
雄
「
鹿
児
島
方
言
有
声
化
の
相
対
年
代
」
方
言
研
究
年
報
続
4

（昭
54）

〈注〉

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

有
声
化
と
い
う
同
化
現
象
へ
の
動
き
が
始
ま
っ
た
と
き
、
バ
行
音
の
入
り
渡
り
鼻
音
が
す
で
に
弱
化
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
サ
行
音
の
場

合
と
事
情
は
同
じ
に
な
る
が
、
こ
の
点
は
、
な
ん
と
も
判
断
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
場
合
に
は
、
む
し
ろ
ハ
行
子

見
る
有
声
化
が
ハ
行
転
呼
音
以
後
の
動
き
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
当
然
、

ハ
行
転
呼
の
現
象
が
起
こ
る
が
、
．
こ
れ
は
、
こ
れ
自
体
、
語
中
ハ
行
子
音
の
「
有
声
化
」
の
現
象
に
他
な
ら
な
い
。
語
中
の
カ
・
タ
行
に

ハ
行
は
問
題
外
と
な
る
。

ハ
行
に
、
カ
・
タ
行
と
同
様
の
有
声
化
が
生
じ
な
か
っ
た
理
由
の
一
っ
に
、
こ
の
ハ
行
転
呼
音
が
関
係
し
て
い
る
と
す
る
と
、
現
代
の

方
言
に
見
る
「
中
濁
」
（
カ
・
タ
行
有
声
化
現
象
）
は
、
当
然
、
相
当
新
し
い
現
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
不
確
か
な
臆
説
の
域
を
出
な

い
が
、
こ
の
「
中
濁
」
の
成
立
は
「
中
世
」
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
井
上
氏
の
推
定
は
、
こ
の
点
か
ら
も
だ
い
た
い
認
め
ら
れ
て

音
の
方
に
問
題
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
平
安
末
、

息
を
出
す
こ
と
が
厄
介
で
あ
る
。
そ
れ
が
b
で、

一
番
早
く
鼻
音
化
が
消
え
た
理
由
だ
と
思
わ
れ
る
。

1
0
0
0
年
以
後
、
語
中
の
ハ
行
音
が
ワ
行
音
化
す
る
、

音

い
わ
ゆ
る
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「
中
濁
」

考

同
「
言
語
の
構
造
の
変
遷
ー
東
北
方
言
音
韻
史
を
例
と
し
て
ー
」
『
講
座
言
語
1

(
6
)万
葉
集
巻
二
0
•

四
二
五
三
、
上
総
国
の
防
人
歌
に
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

伊
倍
加
是
波
比
休
々
々
布
気
等
和
伎
母
古
賀
伊
倍
其
登
母
遅
弓
一
久
流
比
等
母
奈
之
（
家
風
は

家
言
持
ち
て
来
る
人
も
な
し
）

「
母
遅
弓
」
の
「
遅
」
は
濁
音
仮
名
で
、
集
中
す
べ
て
濁
音
「
ヂ
」
を
表
す
文
字
と
し
て
つ
か
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
巻
一
四
・
三
四
四
二
の
東
歌
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
（
浅
見
徹
「
東
国
偶
言
に
お
け
る
清
濁
」
『
澤
潟
博
士
喜
寿
記
念
万
葉
学
論

叢
』
昭
41)

東
路
の
手
児
の
呼
坂
越
え
我
祢
弓
山
に
か
寝
む
も
宿
り
は
な
し
に

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
今
の
方
言
の
「
中
濁
」
と
は
直
結
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(
7
)
池
上
禎
造
『
国
語
の
歴
史
ー
改
定
版
』
（
国
語
学
会
編
・
昭
26)

宮
島
達
夫
「
母
音
の
無
声
化
は
い
つ
か
ら
あ
っ
た
か
」
国
語
学
45
（昭
36
）
は
、
無
声
化
の
も
っ
と
も
古
い
記
述
と
し
て
、
コ
リ
ャ
ー
ド
『
日

本
文
典
』
（
一
六
三
二
刊
）
の
次
の
記
述
を
上
げ
る
。

i
又
は
U

で
終
わ
る
単
語
が
日
本
人
に
依
っ
て
発
音
さ
れ
る
と
き
に
は
、
最
後
の
母
音
は
初
学
者
に
は
殆
ど
聞
き
取
れ
な
い
。
例
へ
ば
、

g
o
z
a
r
u
を
聞
く
場
合

g
o
z
a
r
と
聞
こ
え
、

fitotcu
を
聞
く
場
合
に
単
に

fitotc

の
如
く
聞
こ
え
る
し
、
又
、

a
x
i
n
o
f
a
r
a
を
聞
い
て
も
単
に

a
x
n
o
f
a
r
a
と
聞
こ
え
る
の
で
あ
る
。
（
大
塚
高
信
訳
）

し
か
し
、
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
語
末
の
母
音
の
「
無
声
化
」
で
、
無
声
子
音
間
の
そ
れ
で
は
な
い
。
柴
田
武
氏
は
、

熊
本
方
言
な
ど
で
、
語
末
の
狭
い
母
音
に
同
じ
よ
う
な
現
象
（
無
声
化
）
が
起
こ
る
。
柿
〔
k
a
k
i
〕
、
髪
〔
k
a
m
i
〕
、
こ
の
例
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
東
京
方
言
な
ど
の
無
声
化
と
は
条
件
が
違
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
が
進
む
と
、
鹿
児
島
市
方
言
の
よ
う
に
、
柿
カ
ッ
〔
k
a
t
〕ヽ

紙

カ

ン

〔
k
a
N
〕
と
な
る
。
こ
れ
は
無
声
化
と
言
う
よ
り
は
、
末
尾
音
節
の
脱
落
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

と
、
無
声
化
と
脱
落
を
区
別
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
（
「
無
声
化
」
注
2
文
献
）

金
井
英
雄
「
母
音
無
声
化
の
資
料
と
し
て
の
声
明
ー
真
言
宗
所
伝
の
講
式
を
資
料
と
し
て
ー
」
『
金
田
一
春
彦
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
第
一
巻
』

（昭
58)

に
珍
し
い
無
声
化
の
記
録
に
つ
い
て
の
検
討
が
あ
る
。

(
8
)
馬
瀬
良
雄
「
東
西
両
方
言
の
対
立
」
『
岩
波
講
座
日
本
語
11

方
言
』
（
昭
52)

無
声
化
の
目
立
つ
方
言
の
西
の
境
界
領
域
は
、
静
岡
・
山
梨
の
東
部
、
長
野
県
の
北
信
・
東
信
、
中
信
の
北
部
お
よ
び
木
曾
の
山
村
、
新
潟
、
富

山
、
石
川
、
福
井
（
敦
賀
以
西
を
除
く
）
で
あ
り
、
無
声
化
の
目
立
た
な
い
東
の
境
界
領
域
は
、
静
岡
・
山
梨
の
中
部
、
長
野
県
の
中
信
（
北
部

お
よ
び
木
曾
の
山
村
を
除
く
）
・
南
信
、
福
井
県
敦
賀
で
あ
り
、
こ
の
間
を
境
界
線
が
走
っ
て
い
る
。

日
に
日
に
吹
け
ど

戸
語
の
構
造
」
（
昭
55

我
妹
子
が
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（
桜
楓
社
・
平
成
元
）

(
9
)
村
山
七
郎
『
漂
流
民
の
言
語
』
（
昭
40)

に
よ
る
。

(10)
拙
稿
「
京
都
大
学
蔵
『
元
亀
二
年
本
運
歩
色
葉
集
』
に
つ
い
て
」
国
語
国
文
42
巻
7
号
（
昭
48)

(11)

遠
藤
邦
基
「
非
連
濁
の
法
則
の
消
長
と
そ
の
意
味
ー
濁
子
音
と
鼻
音
と
の
関
係
か
ら
ー
」
国
語
国
文
50
巻
3
号
（
昭
56)

(12)
森
田
武
「
日
葡
辞
書
に
見
え
る
語
音
連
結
上
の
一
傾
向
」
国
語
学
一
〇
八
（
昭
52)

(13)

注
5
参
照

(14)

出
雲
方
言
は
、
種
々
の
点
で
、
東
北
方
言
に
共
通
す
る
面
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
中
濁
」
の
現
象
だ
け
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の

方
言
が
本
濁
に
鼻
濁
音
あ
る
い
は
入
り
わ
た
り
の
鼻
音
を
持
た
な
い
た
め
に
、
本
濁
と
「
有
声
化
音
」
と
の
間
に
混
乱
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
有
声
化
が
阻
止
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(15)
柴
田
武
「
語
頭
の
濁
音
、
そ
の
存
在
と
発
音
」
『
奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念
国
語
学
論
叢
』
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